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突哨山運営協議会 ２０１６年度 第２回協議会 議事録 

平成２８年１０月１７日（月） １８：３０～ 職員会館 

 

第２回運営協議会は以下の事項の報告・検討が行われました。 

 

１．報告事項                         

打ち合わせと作業報告（主催・共催） 

※主催等の表記のないのは「運営協議会」が実施 

 

・7月１６日 コウモリ観察会（オサラッペ・コウモリ研究所） 

・7月 25日 希少種調査 

・ 8 月 21 日、9 月 10 日、10 月 16 日 野の花観察会（突哨山と身近な自

然を考える会・野の花グループ） 

・8月 29日、30日、31日 近文第二小学校の総合的な学習の時間 

（近文第二小学校、もりねっと協力） 

・9月 30日 突哨山現地検討会 

・10月 13日 植生調査（もりねっと） 

・10月 14日 カタクリ広場の草刈（突哨山と身近な自然を考える会、もりね

っと） 

 

 

１－１ 希少種調査の報告 

１－２ 243地点への道 

１－３ 現地検討会 

 

２．協議事項                         

 ２－１ ガイドマップ「保全と利用欄」での図の検討 

 ２－２ 除雪の件 

 ２－３ 突哨山遊歩道のグーグルストリートビュー 
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１－１ 希少種調査（主に草本、木本） 

突哨山の保全・利用、遊歩道を管理する上での希少植物を改めて確認しまし

た。協議会では希少種リストと分布図を報告しました。 

 

１－２ 標高 243ｍ地点へのルート現地検討の報告 

  前回の協議会で、最短ルートで行けるとの意見があり、7 月 25 日の希少

種調査、現地検討会と 2度確認しました。 

  

《現地検討会時の報告》 

  最短ルートは長さ２５ｍ、遊歩道から２４３ｍ地点へと登る４，５ｍほど

はササ以外の植生が見られ、それ以上はクマイザサが枯死した群生地でした。 

  また、ササ以外の植生（春には若干のカタクリ）があり、そこを踏みつけ

ることに抵抗があり、現地で確認した際は、現在あるササ刈道（60m）を利

用しようという意見でした。 

  →協議会でも、最短ルートの利用はせずに、既存のササ刈道を利用してい

くことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★243m地点へ続く遊歩道について 

  ①ササ刈道の管理→今年度のササ刈は実施できなかった。来年度から運営

協議会でササ刈道の整備を行う。 

②分岐に看板設置します。 

 表記内容は再度検討します。 

③国土地理院へ、239.6mの測量結果の提出を行います。 

  

 

 

 



突哨山運営協議会 201６年度第２回協議会 

NPOもりねっと北海道 

 

3 

 

１－３ 現地検討会の報告 

 9月 30日に行った現地検討会では、以下の検討がされました。 

①シラカンバの風倒木跡の現状確認。遊歩道へ 

の危険・支障木は処理すべきだが、林内の倒木 

などは、原則自然のまま見守ること、また、 

図１にある集積したシラカンバは、 

カタクリ広場への搬出が好ましい。 

 

②間伐区域の林内観察のための「観察路」について 

 間伐体験などで、トドマツ林内に参加者を入れる際、参加者に自由に歩かれ

ると林内の広葉樹（稚樹）が広く踏まれる恐れがあります。 

 観察時には、歩道から林内の様子を伺う（図２）のと、実際に入って足元の

広葉樹、樹冠の空き方を観察する（図３）のでは伝え方、伝わり方がずっと後

者の方が効果的です。 

 都市公園（都市緑地）で間伐を行い、人工林を混交林へ誘導する場として、

一般市民に広く伝え、林内を展示できるのは、突哨山ならではの利用方法の１

つだと事務局では考え、今後も林内を効果的に観察できるように、観察路の設

置を考えています。 

 道幅を決め、林内にある間伐材の丸太をレールのように敷き、その中だけを

利用させるといった仕組みです。 

5番、6番のトドマツ林で実施を考えています。 

 →まずは、５，６番のトドマツ林に観察路を設置します。 

今後は、アクセスがしやすい人工林には、観察路を随時設置して樹種等

の違う人工林観察に役立てていく方向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

図２ 図３ 
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２－１ ガイドマップ「保全と利用欄」での図の検討 

 4 月 22 日の役員会でも再度検討しました。今までの概念図と組織運営を合

わせたような図を考えました。 

 第５版までガイドマップに掲載されていた図は、図がわかりにくいという点

と、文章での説明もあり図を載せる必要もないとガイドマップ班で検討され、

第 6版以降は企画写真に差し替えました。 

事務局から再度、ガイドマップへ掲載したいと投げかけ、今まで、掲載をす

ること自体どうなのかを検討しており、結論がでていません。 

図を掲載するとしても、図の内容も含めて検討が必要な段階です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→12月の協議までに事務局で完成した図を用意して提示します。その後、図の

掲載について再度検討することになりました。 

２－２ 除雪の件 

  今年度の 12 月（積雪の状況によっては 11 月）から 4 月までの各駐車場

の除雪の仕組みが変わります。 

 ①カタクリ広場→２週に 1回ほどのペースで金曜日に行う予定です。 

 ②突哨山公共駐車場→月１回のペースで今までの除雪業者へ委託します。 

２－３ 突哨山遊歩道のグーグルストリートビュー 

  突哨山の様子を詳細にインターネット上で紹介できる手段の一つとして事

務局から提案しましたが、実施についての検討は先送りになりました。 

●イベント予定、告知 

 ・近文第二小学校の活動 10月 19，20日 

 ・芋煮会（突哨山と身近な自然を考える会）10月 23日９：３０～14：00 

管理の委託→ ←参加・要望 

←公園の 

管理、報告 

企画等の 

お知らせ→ 

保全と利用を考える  
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